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特集―パートタイマーの組織化と処遇改善 

連
合
は
２
年
間
で
１２
万
人
を
目
標
に
 

　
　
　
―
―
パ
ー
ト
組
織
化
の
方
針
と
対
応
 調

査
部
 

06春季闘争でもパートの処遇改善は大きなテーマだった（連合のパート集会） 

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
組
織
化
す
る
の
は
お

も
に
個
別
企
業
の
労
働
組
合
の
役
割
に
な
る

が
、
そ
の
目
標
数
値
な
ど
を
設
定
す
る
の
は
、

上
部
団
体
で
あ
る
産
業
別
組
織
や
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。 

 

連
合
は
昨
年
一
〇
月
に
開
い
た
定
期
大
会

に
お
い
て
、
向
こ
う
二
年
間
で
「
六
〇
万
人

（
う
ち
パ
ー
ト
等
一
二
万
人
）
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
」
を
目
標
に
す
る
組
織
拡
大
計
画
を
決

め
た
。
六
月
一
日
に
開
い
た
中
央
委
員
会
で

そ
の
第
一
期
集
計
が
発
表
さ
れ
、
今
年
三
月

末
ま
で
の
半
年
間
で
七
万
五
二
一
一
人
を
組

織
化
し
た
。
計
画
に
占
め
る
達
成
率
は
一
二
・

五
％
と
、
組
織
化
の
ペ
ー
ス
は
遅
い
も
の
の
、

組
織
拡
大
の
重
点
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
位
置

づ
け
て
い
る
パ
ー
ト
・
契
約
・
派
遣
労
働
者

が
、
そ
の
五
割
強
を
占
め
る
四
万
七
二
五
人

に
達
し
て
い
た
。
明
ら
か
に
組
合
に
と
っ
て

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
組
織
化
の
成
長
分
野
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

  

イ
オ
ン
で
は
四
万
四
〇
〇
〇
人 

　
が
加
入
へ 

 

企
業
別
組
合
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織

化
を
図
る
際
、
最
近
み
ら
れ
る
手
法
は
、
大

き
く
二
分
さ
れ
る
。
一
つ
は
こ
れ
ま
で
組
織

化
し
て
こ
な
か
っ
た
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
新

た
に
メ
ン
バ
ー
に
す
る
一
般
的
な
手
法
。
二

つ
目
は
、
従
来
の
組
織
化
範
囲
を
見
直
し
、

加
入
者
数
を
拡
大
す
る
手
法
だ
。
大
手
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
は
組
織
化
範
囲
の
見
直
し
に
着

手
す
る
労
組
が
多
く
、
正
社
員
と
同
じ
ユ
ニ

オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
を
と
る
と
、
一
気
に
組
合

員
数
を
拡
大
す
る
こ
と
こ
が
で
き
る
。
こ
れ

ま
で
大
手
ス
ー
パ
ー
の
多
く
で
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
組
織
化
対
象
と
し
て
き
た
の
は
、
社

会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
長
時
間
労
働
の
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
。
し
か
し
、
最
近
は
労
働
時
間

の
よ
り
短
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ま
で
対
象
に

加
え
る
こ
と
で
、
数
千
〜
万
単
位
で
、
組
織

人
員
を
拡
大
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き

て
い
る
。 

　
例
え
ば
今
年
一
月
、
ス
ー
パ
ー
大

手
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
労
働
組
合

に
、
労
働
時
間
が
週
三
〇
時
間
を
上

回
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
約
一
万
五
〇

〇
〇
人
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
パ
ー
ト
組
合
員
は
特
定
店
舗
に

配
置
さ
れ
て
い
る
一
日
八
時
間
シ
フ

ト
制
（
週
四
〇
時
間
労
働
）
の
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
」
約
四
〇
〇
人
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
大
量

加
入
で
正
社
員
組
合
員
の
数
（
約
一

万
二
〇
〇
〇
人
）
を
超
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
連
合
に
報
告
さ
れ
た
パ
ー

ト
組
織
化
数
約
四
万
人
の
三
分
の
一

を
同
労
組
の
新
規
加
入
で
占
め
た
計

算
に
な
る
。 

　
さ
ら
に
、
業
界
最
大
手
の
イ
オ
ン

労
働
組
合
は
今
年
夏
、
組
合
員
の
加

入
対
象
を
月
一
二
〇
時
間
未
満
八
六

時
間
以
上
で
、
資
格
が
比
較
的
低
い

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ま
で
拡
大
。
新
た
に
約
四

万
四
〇
〇
〇
人
の
大
量
加
入
が
確
実
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
勤
務
時
間
が
月
一
二

〇
時
間
以
上
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
員
」
と

呼
ば
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
段
階
的
に
メ

ン
バ
ー
に
加
え
て
お
り
、
約
一
万
八
〇
〇
〇

人
が
組
合
に
加
入
。
す
で
に
パ
ー
ト
組
合
員

数
の
方
が
正
社
員
組
合
員
を
上
回
っ
て
い
た
。 

  

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
と
Ｊ
Ｓ
Ｄ
で 

　
９
割
占
め
る 

 

半
年
で
四
万
人
組
織
化
し
た
う
ち
、
そ
の

九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
民
間
最
大
産

別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
（
八
六
万
人
）
と

百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
流
通
関
係
を
組
織

す
る
サ
ー
ビ
ス
流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
・
一
八

万
人
）
。
両
組
織
は
統
合
推
進
委
員
会
を
設

置
し
て
、
数
年
後
の
組
織
の
再
編
・
統
合
を

展
望
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
組
織
化
の
も
っ
と
も
強
い
求
心
力
に

な
っ
て
い
る
。 

 

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、
多
く
の
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
一
九
七
三
年
以
来
、

臨
時
職
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
当
時
は
、
繊
維
業
な
ど
工

場
に
お
け
る
臨
時
工
が
中
心
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

が
急
拡
大
し
た
た
め
、
組
織
化
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
き
た
。 

 

現
在
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
組
織
化
す
る

組
合
は
約
三
五
〇
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
組

合
員
数
は
三
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
。
パ
ー

ト
組
合
員
の
多
く
が
働
く
流
通
業
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
パ

ー
ト
比
率
が
過
半
数
に
上
る
と
こ
ろ
が
大
半

で
、
業
種
業
態
に
よ
っ
て
は
、
九
割
以
上
が

正
社
員
以
外
と
い
う
職
場
も
あ
る
と
い
う
。

前
述
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
イ
オ
ン
と
い
っ
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た
大
手
総
合
ス
ー
パ
ー
の
多
く
を
傘
下
に
収

め
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
の
大
手
ス
ー
パ
ー
で

も
一
万
人
以
上
の
拡
大
を
見
込
ん
で
い
る
組

合
も
あ
る
た
め
、
今
年
だ
け
で
パ
ー
ト
の
組

合
員
数
が
六
万
人
程
度
増
え
る
見
込
み
だ
と

い
う
。
連
合
会
長
の
高
木
剛
氏
は
、
同
組
織

の
出
身
で
あ
る
。 

 

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
も
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
に
早
い
段
階
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。
傘
下
組
織
の
中
で
も
チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ア
ー
で
は
パ
ー
ト
比
率
が
七
〇
％

以
上
と
な
り
、
職
場
で
は
欠
か
せ
な
い
労
働

力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
は

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
を
最
重
要
課
題

に
位
置
づ
け
、
「
組
織
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

な
ど
を
作
成
し
、
取
り
組
み
を
強
化
。
そ
の

結
果
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
内
の
パ
ー
ト
組
織
率
は
三
三

％
強
と
な
り
、
職
場
に
働
く
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
三
人
に
一
人
が
組
合
員
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
連
合
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

三
月
末
ま
で
の
過
去
半
年
で
新
た
に
三
越
グ

ル
ー
プ
（
約
二
六
〇
〇
人
）
、
コ
ー
プ
東
京

（
約
一
三
〇
〇
人
）
な
ど
パ
ー
ト
組
合
員
を

四
七
〇
〇
人
増
や
し
た
。 

 

Ｊ
Ｓ
Ｄ
は
、
春
の
労
使
交
渉
を
、
過
去
一

年
間
の
「
通
年
交
渉
の
集
大
成
」
と
位
置
づ

け
る
通
年
春
闘
路
線
を
と
っ
て
お
り
、
現
在

は
均
等
・
均
衡
概
念
の
整
理
と
各
種
制
度
の

協
定
化
を
通
年
の
ミ
ニ
マ
ム
項
目
に
設
定
。

全
組
織
必
須
の
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。 

  

連
合

が
「
パ
ー
ト
共
闘
」 

　
立
ち
上
げ
る 

 

〇
六
春
闘
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
ひ
と
つ
が
、

連
合
が
設
置
し
た
「
パ
ー
ト
共
闘
会
議
」
の

発
足
だ
っ
た
。
労
働
運
動
で
も
格
差
問
題
が

大
き
な
焦
点
に
な
る
な
か
、
雇
用
形
態
間
の

格
差
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
か
ら
連
合
で
は
非
正
規
の
取
り
組
み
を
重

点
課
題
に
位
置
づ
け
た
。
そ
の
取
り
組
み
の

中
心
が
パ
ー
ト
共
闘
に
な
る
。 
 

具
体
的
な
取
り
組
み
目
安
と
し
て
、
「
時

間
当
た
り
賃
金
を
一
％
ま
た
は
一
〇
円
以
上

引
き
上
げ
る
」
こ
と
を
処
遇
改
善
の
柱
の
ひ

と
つ
に
掲
げ
た
が
、
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
を
「
合

理
的
理
由
の
な
い
格
差

の
排
除
、
均
等
・
均
衡

待
遇
の
実
現
」
に
置
い

て
い
る
た
め
、
一
時
金
・

退
職
金
制
度
の
整
備
、

年
次
有
給
休
暇
の
付
与

日
数
見
直
し
、
雇
用
転

換
制
度
の
導
入
、
育
児
・

介
護
短
時
間
勤
務
制
度

の
導
入
の
整
備
、
六
〇

歳
以
降
の
雇
用
制
度
の

導
入
―
と
い
っ
た
多
様

な
目
安
を
示
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
当
然
な
が
ら

パ
ー
ト
等
の
組
織
化
も

組
合
運
動
と
し
て
大
き

な
課
題
に
位
置
づ
け
て

い
る
。 

 
時
給
の
改
善
だ
け
を

み
る
と
、
四
月
二
六
日

現
在
で
引
き
上
げ
を
要

求
し
た
二
七
一
組
合
の

う
ち
一
七
四
組
合
に
回

答
が
あ
り
、
時
給
引
き
上
げ
額
は
単
純
平
均

で
一
二
・
四
円
に
な
っ
て
い
る
。
人
手
不
足

が
各
業
界
に
ひ
ろ
が
る
な
か
、
労
働
市
場
の

要
因
が
時
給
引
き
上
げ
を
後
押
し
た
面
も
あ

る
が
、
連
合
が
パ
ー
ト
共
闘
を
運
動
と
し
て

組
織
し
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
も
初
年
度
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
含
め
た

人
事
処
遇
制
度
の
整
備
が
四
五
組
合
で
進
ん

だ
。
具
体
的
に
は
、
「
六
〇
歳
以
降
の
再
雇

用
制
度
の
導
入
」
「
雇
用
転
換
制
度
に
つ
い

て
の
労
使
合
意
」
「
通
年
交
渉
で
契
約
社
員
・

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
事
制
度
の
再
構
築
」

「
小
学
校
就
学
時
ま
で
の
短
時
間
勤
務
」
「
一

時
金
制
度
の
確
立
」
な
ど
多
種
多
様
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
初
陣
と
な
っ
た
同
共
闘
だ

が
、
〇
六
春
闘
の
個
別
交
渉
の
な
か
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
パ
ー
ト
問
題
が
議
論

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（
表
参
照
）。 

 

パ
ー
ト
共
闘
会
議
に
今
回
参
加
し
た
一
五

産
別
は
、
時
給
改
善
な
ど
具
体
的
な
改
善
要

求
を
今
季
交
渉
で
経
営
側
に
求
め
る
構
成
組

合
が
あ
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
た
が
、
こ
れ
以

外
の
非
正
規
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
予
定

の
産
別
も
参
加
す
る
パ
ー
ト
共
闘
連
絡
会
議

で
、
来
年
に
向
け
た
体
制
整
備
の
た
め
の
通

年
的
な
議
論
が
六
月
中
に
開
始
さ
れ
る
。 

　
パ
ー
ト
共
闘
会
議
の
座
長
を
務
め
る
桜
田

高
明
サ
ー
ビ
ス
流
通
連
合
会
長
は
「
積
極
的

な
情
報
開
示
と
構
成
組
織
間
の
情
報
交
換
が

運
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
み
て
お
り
、
連
絡
会
議
で
の
議
論
に
期
待

し
て
い
る
。 

（
主
任
調
査
員
　
荻
野
登
） 


